
















































































































































































































































































































































































































































































































































































　V＝1 ／ 3×H× π（D ／ 2）３
②枝条を加えた体積は，①の値×1.27
　 （幹に対する枝の比率＝0.27） 
③水分をのぞいた乾重量は，②の値×350
　（スギの全乾比重＝0.35）
④スギの材質はセルロース（C6H12O6）なので，
それに含まれる炭素が二酸化炭素になった場合，
何kgになるか換算すると，
③の値×264/162
セルロースの分子量＝162  
セルロースを二酸化炭素に換算（6×CO2）＝254 
⑤スギの木一本がもつ二酸化炭素量が求められ，
調査地のイグネにおけるスギの木の総本数216本
では，82688.13 kgの二酸化炭素を保有している
ことがわかった。
　次にこの二酸化炭素は石油に換算すると何kg
に相当するかを考えてみる。
　石油は，炭素（C）：水素（H）＝１：２の炭化
水素であるから，C=12，H= １の原子量より炭
化水素としての分子量はCH2＝14，CO2＝44であ
る。つまり，石油に換算するとＫさん宅イグネの
スギ全体では
　82688.13×14/44＝　26,310kg（＝約26ｔ） 
となるので，軽自動車の平均燃費　約20ｋｍ/ｌ
ならば520,000kmも走り続けることができる。
以上のように，イグネは大量の炭素を樹木という
形で貯留していることになり，時代の流れとはい
いながら，これを失うことは地球温暖化への負荷
という面からも大きな問題であると考える。
Ⅲ．発展実習の位置づけと評価
　発展実習は地域構想学科のカリキュラムの中で
中核を担うもののひとつと位置づけられている。
今回の実習に参加した学生は現在４年生である
が，２年次の発展実習が４年間の学びの中でどの
ように評価できるか，現在から振り返っての意見
を聞いたところ，下記のようなものであった。
図15　スギの直径別分布（左）と高さ別分布（右）
43―　　―
　①　１年次の基礎実習でフィールドに出て学ぶ
ことを体験し，いろいろの分野があることを知っ
た上で自分の興味ある分野を見つけ，２年次の発
展実習のコースを選ぶ。そして発展実習は前期と
後期に別分野の２コースを体験するので，３年次
のゼミを選ぶ際にとても役立っていると思う。
　②　卒業研究は自分でテーマを決めるが，発展
実習のテーマや作業の内容は指導教員が準備し，
学生は指示に従って作業する点が異なる。しかし，
２年次ではまだ知識が浅く調査研究の方法も分か
らない段階なので，自分でテーマや方法を決める
のは難しいので，準備されたプロセスにしたがっ
て進めながら研究のやり方を学んでいくのは有効
だと思う。そして，自分なりによい成果が出せた
ので，とても興味がわき，「これが研究なんだ」
という達成感が得られた。それが現在卒業研究を
進めるのに大きな力になっている。
　③　３年次から４年次になるときに別なゼミに
移ることも可能だが，３年次から卒業研究の調査
が始まることもあるので，自分のやりたいことを
選ぶためにも発展実習は２年次にあるのが適当
で，３年次では遅すぎると思う。
　④　「イグネの小気候」をテーマとした発展実
習は，自分としては初めての本格的な観測調査で，
これまで見たこともない機器を使ったり，ほとん
ど接点がなかったイグネに入り込んだりと全てに
おいて新鮮だった。６人の学生の共同作業で一つ
のテーマに取り組んだこともいい経験で，大学生
活の中で大きな財産になったと思う。この実習を
体験して，「自然と触れ合いたい」「観測したい」
という気持ちが強くなった。
　⑤　気温や降水量の分布図は高校などでよく見
てきたが，自分で分布図を描いたことはなかった。
今回初めて等温線を描くことになり，非常に苦労
したがマスターできたので今後役立つと思う。ま
た，観測データをMS-Excelで整理してグラフを
作ったが，１年次後期の基礎コンピュータの授業
でやったときにはよく分からなかったことが，自
分たちの観測データという実際の作業で使ったの
でちゃんと身についた気がする。成果発表会では
MS-PowerPointを利用したので，このソフトの使
い方も練習できたのがよかった。
　⑥　難しいことも多かったが作業を進めること
で力（データの扱い方やパソコンの技術など）が
ついた。イグネによって気象がいろいろ変わるこ
とを自分の解析で明らかにすることができたの
で，非常に興味深かった。ただ，もっと気象の知
識や解析の方法などについて（他の授業などで）
前もって勉強しておけば，もっとよい結果になっ
たかなと思う。
　⑦　この発展実習に参加したことが現在のゼミ
を選ぶことにつながっており，卒業研究のテーマ
を選ぶことにもつながった。
